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１.　平成20年３月期第１四半期の連結業績（平成19年４月１日～平成19年６月30日）

（１）連結経営成績 （％表示は対前年同四半期増減率）

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

百万円 ％ 円 銭 円 銭

（注）米国財務会計基準審議会基準書第144号「長期性資産の減損又は処分の会計処理」の規定に基づき、当第１四半期に

　　 非継続となった事業に関して、平成19年３月期および平成19年３月期第１四半期の数値を組替えて表示しています。

（２）連結財政状態

百万円 百万円 ％ 円 銭

（注）米国会計基準に従い、純資産、自己資本比率および１株当たり純資産は資本の部合計を用いて算定しています。

（３）連結キャッシュ・フローの状況

現金及び現金同等物

百万円 百万円 百万円 百万円

基 本 的 １ 株 当 た り
四 半 期 （ 当 期 ） 純 利 益

希 薄 化 後 １ 株 当 た り
四 半 期 （ 当 期 ） 純 利 益

63.8　 9,288 6.8

　 64,279　 62,046

　 13,376
     -      -

　 9,669 4.1 △ 10.3　 11,992

19年３月期

　 2,324

 △  7,507　 14,087

　 382,822

19年３月期第１四半期

　 630,337

19年３月期

キャッシュ・フロー

△ 47,075　 40,539

20年３月期第１四半期

68

　 58,909

42 11

1,660

１株当たり純資産

96

29 22

　 60.7

△ 3,630

68

　 44,633

　 42,995

キャッシュ・フロー

△ 4,697

期 末 残 高

42

　 360,580　 556,851

14

     -

キャッシュ・フロー

　 6,691

△ 6,506

　 631,764

29

　 38,280

　 6,858

役職名

氏 名

19年３月期第１四半期

　 723,866

問 合 せ 先 責 任 者

四 半 期 （ 当 期 ） 純 利 益

売　　上　　高

氏 名 作 田 久 男

19年３月期

20年３月期第１四半期

     -

春 田 正 輝

　 176,127

　 152,963

15.1

12.3

上 場 会 社 名

コ ー ド 番 号

代 表 者 役職名

85

　 9,71620年３月期第１四半期

19年３月期

24

41.7

19年３月期第１四半期 33.2

1,53619年３月期第１四半期

　 64.0　 404,549

総   資   産

20年３月期第１四半期

　 64.8

1,753

営　　業　　利　　益

営 業 活 動 に よ る 投 資 活 動 に よ る 財 務 活 動 に よ る

継 続 事 業
税 引 前 純 利 益

164

自己資本比率

164

純   資   産

96
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２.　配当の状況

円　　銭 円　　銭 円　　銭

（注）20年３月期の期末配当については、予想を作成していないため記載していません。

３.　平成20年３月期の連結業績予想（平成19年４月１日 ～ 平成20年３月31日）【参考】

（％表示は、通期は対前期、中間期は対前年中間期増減率）

百万円   　％ 百万円   　％ 百万円   　％ 百万円   　％ 円　  銭

売上高、営業利益、継続事業税引前純利益、当期純利益については、平成19年４月26日に発表した予想数値を変更して

いません。上記業績予想に関する事項は、添付資料の６ページを参照してください。

４.　その他

　(１)期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）　　:　無

　(２)会計処理の方法における簡便な方法の採用の有無　　　:　有

　(３)最近連結会計年度からの会計処理の方法の変更の有無　:　無

　(４)営業利益の表示について

連結損益計算書における「営業利益」は、「売上総利益」から「販売費及び一般管理費」、「試験研究開発費」

を控除したものを表示しています。

[（注）詳細は、７ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧ください。]

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

のではありません。

（注）添付資料において、事業の種類別ｾｸﾞﾒﾝﾄの名称は次のとおり略して記載しています。

　ＩＡＢ： ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘｱﾙｵｰﾄﾒｰｼｮﾝﾋﾞｼﾞﾈｽ

　ＥＣＢ： ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾂﾋﾞｼﾞﾈｽ

　ＡＥＣ： ｵｰﾄﾓｰﾃｨﾌﾞｴﾚｸﾄﾛﾆｯｸｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾂﾋﾞｼﾞﾈｽ

　ＳＳＢ： ｿｰｼｱﾙｼｽﾃﾑｽﾞﾋﾞｼﾞﾈｽ（ｿｰｼｱﾙｼｽﾃﾑｽﾞ・ｿﾘｭｰｼｮﾝ&ｻｰﾋﾞｽ・ﾋﾞｼﾞﾈｽｶﾝﾊﾟﾆｰなどが含まれます。）

　ＨＣＢ： ﾍﾙｽｹｱﾋﾞｼﾞﾈｽ(ｵﾑﾛﾝﾍﾙｽｹｱ㈱などが含まれます。）

　その他： 事業開発本部およびその他の部門

携・協力関係、（ⅵ）為替・株式市場の動向などがあります。なお、業績に影響を与える要因はこれらに限定されるも

業績予想などは、当社が現時点で入手可能な情報と、合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績

等はさまざまな要因により、これら見通しとは大きく異なることがありえます。実際の業績等に影響を与えうる重要な

要因には、（ⅰ）当社の事業領域を取り巻く日本および海外の経済情勢（ⅱ）当社製品・サービスに対する需要動向

（ⅲ）新技術開発・新商品開発における当社グループの能力、（ⅳ）資金調達環境の大幅な変動、（ⅴ）他社との提
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税 引 前 純 利 益

（基準日）

19年３月期

20年３月期（予想）

１株当たり配当金

中間期末 期末 年間

基本的１株当たり

当 期 純 利 益
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35.2 86 73
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